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平成19 年12 月期第３四半期業績の概況について 

 

株式会社アルプス技研の平成19 年12 月期第３四半期（平成19 年1 月1 日～平成19 年9 月30 日）業績の概況 

につきまして下記ご説明申し上げます。 

 

【Ⅰ】第３四半期連結業績 

（１） 連結業績の主要数値（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 

 当 期 [ 前 年 同 期 比 ] 

売 上 高 １６６億９，０００万円 [６億３，６００万円増、  ４．０％増]

営 業 利 益 １１億７，１００万円 [１億９，５００万円増、 ２０．１％増]

経 常 利 益   １１億７，１００万円 [２億４，１００万円増、 ２６．０％増]

第３四半期純利益   ７億５，２００万円  [４億１，２００万円増、 １２１．６％増]
    

当第３四半期の連結売上高は、技術者派遣事業において前年同期より暦日稼働日数減（△3 日）という状況にも

かかわらず、前年同期比6 億3,600 万円増、4.0%増の 166 億9,000 万円となっています。  

   かかる状況にあって単価改定などに努力した結果、売上総利益は四半期業績開示以来の最高益を上げ、採用 

関連費用増等による販管費の増を吸収し、営業利益、経常利益、当期純利益ともに過去最高水準をキープしてお

ります。 

   

 （２）事業のセグメント別売上（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 

        当 期 [ 前 年 同 期 比 ] 

アウトソーシングサービス事業 １６３億１００万円 [８億１，９００万円増、 ５．３％増] 

そ の 他 事 業  ３億８，８００万円  [１億８，３００万円減、３２．１％減] 
    

    技術者派遣を主体とする「アウトソーシングサービス事業」は、7～9 月には稼働時間が減少しましたが、顧客から

の引き合いは依然旺盛な状態が継続しており、稼働人数増と単価アップによって、売上高は前年同期比8 億1,900

万円増、5.3%増の 163 億100 万円になっています。 

    一方、「その他事業」の売上は、アルプス技研のモノづくり事業縮小等により、前年同期比 1 億 8,300 万円減、

32.1%減の 3 億8,800 万円になっています。 

 

【Ⅱ】第３四半期個別（アルプス技研）業績 

（１） 個別（アルプス技研）業績の主要数値（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 
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 当 期 [ 前 年 同 期 比 ] 

売 上 高 １３７億１，３００万円  [２億３００万円増、    １．５％増]

営 業 利 益 １１億９００万円  [１億９，６００万円増、 ２１．５％増] 

経 常 利 益 １１億７，３００万円 [２億６００万円増、   ２１．４％増] 

第３四半期純利益 ６億９，７００万円  [２億７，１００万円増、 ６３．７％増] 

（財）財務会計基準機構会員



 

連結業績同様、稼働時間減少、モノづくり事業の縮小の減収要因はありましたが、単価アップなどの努力によっ

て、採用関連費用増等による販管費増を吸収し、営業利益、経常利益、当期純利益ともに四半期業績開示以来の

最高益をあげています。 

 

（２） 個別（アルプス技研）事業のセグメント別売上（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 

      当 期 [ 前 年 同 期 比 ] 

アウトソーシングサービス事業 １３５億１，４００万円 [４億４００万円増、 ３．１％増]

そ の 他 事 業 １億９，９００万円 [２億円減、５０．２％減]
      

      事業のセグメント別売上高は、技術者派遣を主体とした「アウトソーシングサービス事業」売上が予想以上の 

     稼働時間減（なかんずく 7～9 月は前年同期比△4Ｈ/月）となりましたが、稼働人数増、単価アップによって前 

年同期比4 億400 万円増、3.1%増の 135 億1,400 万円となっています。また、「その他事業」売上はモノづくり事 

業の縮小により、前年同期比2 億円減、50.2%減の 1 億9,900 万円となっています。 

      

(３) 売上上位100 社による主要業種別売上高構成（総売上高の 79.8％） 

（金額は百万円未満切捨て、パーセントは小数点第二位四捨五入） 

売上高構成比    
当 期 前年同期比 当  期 前年同期 

自動車（含む部品・ナビ・オーディオ） ３１億８，９００万円 ３．４％増 ２９．２％ ２９．５％

精密機器 ２６億３，１００万円 ３．４％増 ２４．０％ ２３．３％

家電 １４億９，７００万円 ２０．６％増 １３．７％ １１．８％

半導体（含む製造設備） １３億１，５００万円 ３１．６％増 １２．０％ ９．５％

通信 ３億７，８００万円 １２．０％増 ３．５％ ３．２％

その他（携帯電話、ソフト開発等） １９億３，８００万円 １１．０％減 １７．６％ ２２．７％

100 社合計 １０９億４，８００万円 ４．４％増 １００．０％ １００．０％
      

売上高上位100社による業種別では、大型・薄型ＴＶ他の新製品開発の家電業界や半導体関連向け売上が、
各々20.6%増、31.6%増と大幅な増収となっています。 

しかしながら、派遣稼働時間、特に７～９月の稼働時間について見ますと、全般的に前年同期比減少しまし
た。主因は、7～9 月の半導体関連における稼働時間が高稼働（193.4Ｈ/月）であった前年同期に比べ、△
13.6Ｈ/月となったこと等によるものです。 
 

  （４） 派遣稼働率、派遣稼働時間、派遣単価 

       全派遣技術者平均 除く新卒派遣技術者 

 当期 前年同期 当期 前年同期 

稼 働 率 ９４．３％ ９４．７％ ９６．０％ ９７．３％

稼働時間 １７６．０H/月 １７９．３H/月 １７６．６H/月 １８０．４H/月

単 価 ３，６１８円/H ３，４７３円/H ３，６４１円/H ３，５２３円/H
       

当第３四半期は稼働時間減が稼働率低下状況に影響を及ぼしていますが、新卒を含む単価は依然好調な 

      需要を背景に前年同期比4.2%増の 3,618 円/Ｈとなっています。 

 

【Ⅲ】 今後（平成19 年10 月1 日～12 月31 日）の業績見通しについて 

      米国のサブプライムローン問題に端を発した世界経済成長へのマイナス影響、わが国の半導体を中心とした 

     家電業界の再編等など、不透明要因が散見されておりますが、顧客からの引き合いの減少など、当社グルー

プに対する影響は現在のところ明確には起きていません。今後とも動向を注視しつつ、変化があった場合に

は素早い対応をとっていく所存です。 

      以上の背景を十分に勘案したうえで、平成19 年8 月9 日付で公表いたしました今通期（平成19 年1 月1 日

～12 月31 日）の業績予想は、連結・個別ともに据え置かせていただきます。 

 

                                                                    以上 


